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　In　 the 　patt．erned 　master 　magnetic 　contact 　duplication
technique ，藍he　spacing 　between 　mastel

’
alld 　slave 　nledia

seriously 　affects 　the　duplieation　characterlstics ．　When 　a

slave 　 medium 　with 　coerclve 　 squareness 辞 of 　O．43　 wa8

duplicated　by　 using 　 a　 master 　 medium 　 with 　 a　pattern

width 五 〇 f　2、5 μm 　 and 　a 　magnetic 　layer　thickness　of 　l

pm ，　it　was 　f‘）und 　from　experiments 　and 　s血 ulation 　that
the　spacing 　loss　facω r　K 　is　abou し 30 　dB．　The 　reason 　f〜）r
this　sinall 　value 　is　that　the　 recording 　demagn 凶 zation

in　the 　duplication　process 　is　very 　weak ．　It　is　shown 　by

si皿 ulat ．ien　that 　a　higher　辞 　value 　ln 　slave 　media 　is
advantageous 　｛br　the　patterned　master 　maglletic

contact 　duP 】ication．

Key 　words ： magnetic 　contact 　duphcation 、　servo ・
wridn9 ，

hard　disk

1，　 は じめ に

　 バ タ
・一

ン ドマ ス タ
ー一

磁気転写 法 1
．
‡，パ

ー一
ドデ ィス クに サ

．．
ボ

信 号を 高 速か つ 安 価に 形 成 する有 力な
．
F・　EkLで あ る i）

’vy） ．こ の

方 法 に より，マ ス タ
ー

媒体 の 凹 凸 パ タ
ー

ン に 対応 した磁 化 ハ ダ

ー
ン をス レ ーブ 媒 体 に 形 成す ることが で き，磁 気ヘ

ッ ドで 記 録 し

た場 合 と同等 品 質 の 信 号が 記 録 で きる ことが 確 認 され て い る．
パ タ

ー
ン ドマ ス タ

ー磁 気転写 法 に お ける記 録 特 性 に は，磁 気 ヘ

ッ ド記 録 に お け るヘ
ッ ド

・媒 体 間 ス ペ ー
シ ン グ と同 様 に ，マ ス タ

ー・ス レ ーブ 問ス ベ ー
シン グが大 きな影響を及 ぼす ことが 予 想

され る，しか し，こ の 影 響に つ い て は ，kだ 全 く報 告 され て い な

い ，

　そこ で 本研究で は 、マ ス タ
ー・ス レ ーブ 問ス ベ ー

シン グ が 磁

気転 写特 性 に 及 ぼ す 影 響 に っ い て ，実 験 とコ ン ピ ＝・・一タシ ミ；1．

レーション に より明 らか に する，

2．　実験 方法 及 びシ ミ ュ レ
ーシ ョ ン方 法

　 実験 に 用 いた マ スタ
ー

媒体は，Si基板 ヒに Fe70Co30膜 〔飽

和磁 ｛t　M ，こ1900emu ！cml ］，保 磁 力 昆・≒ 700c ，透磁 率 μ

≒ 100 ）をス トラ イプ 状 に 形 成 したもの で あり，ス トライプ パ タ
ーン

の 幅 〔以 下・＼ターン 幅 L と記 す ）は 2．5 μnl ，ス トライプ の 長 さは

パ ターン 幅 に 比 べ て 十分 に 長い 7m 皿 であ る．また隣接 ズ ・ラ

イフ 間 の 閤隔 は 五 と同t：2．5 μm ，ス トライフ バ タ
…一

ン の 厚み ll．マ

ス ター磁性 層厚 t ）は O，2 及び 1 μm とした．磁気転写 時にマ

ス
，
／　
一・ス ン

ー
ブ 間 に ス ヘ

ー
シ ン グを設 けるた め ．マ ス ター媒 体

表面 に ス パ
ッ タリン グ法に よっ て非 磁 性 の Mo 膜を形 成 しt／：．そ

の 膜 厚 は 0，0．2 μm ，0、4 μm 及び 0．6 μm とした ．ス ン
ーブ媒

体 として ぽ ，DVC 〔Digital　 Video　Cassette）用 蒸 着テ
ー7

．

〔ME テ
ー

フ ）を使 用 した．　ME テ
ープの 磁 性 層厚，飽 和磁 化，

長 T・方 向 保 磁 力 は ，それ ぞ れ 0．2 μm ，500emu 〆cm
：1，1．5

kOe で ある，

　磁 気 転 写 の 際 に は ，まず ス レーブ 媒体として の ME テーフ を

テ ープ 走 行 方 向 に
．一様 に 初 期 磁 化 し，次 に こ の ス レ

ー
ブ 媒 体

；こ ハ ターン 幅 方 匝を 初 期 磁 化 方向 と一一一致 させ て マ ス タ
ー
媒体

を接 触 さ一ぱ，初 期 磁 イ匕と反 対 1司きに ［白：流 卓云写石茲界 H ，t を印 加］し．

た，転 写 され た磁 七状態の 観察は ビ ッ タ
ー

現 像 法及 び磁 気 力

顕 微 鏡 （MFM ＞に より行 っ た．

　 また．マ ス ター媒体の み が 単独 に 存在する状況 で 直｝弄己磁 界

仏 を印加 した ときの ，マ ス 外
一
媒 体 近 傍 の 磁 界 ラテ布 を有限要

素法に より求め，ス ペ ー
シ ン グ依存性 を推 定 した．ここで ，Ha は

マ ス タース トライフ パ ター一ン の 幅方向に 印加 し，パ タ
ー

ン 長 さは

パ ターン 幅 L よりも ト分 に長 い と仮定 して 2 次元 近 似 計算を行

っ た．隣接 ス トライプ 閉隔 は 五 と同 じ に した ，

3．　 結 果 及 び 考 察

3．1　 転 写実 験 結 果

　 ス レ
ー

ブ 媒 体 を 6kOe の 磁 界で 初 期 磁 化 し，これ に，ス ベ ー

シ ン グとして の Mo 膜 の 膜厚の 異なるマ ス タ
ー

媒 体を接 触 させ

て，2kOe の 直流 転 写 磁 界 从 を初 期磁 化 方向 と逆 r自↓きに 印 加

し て転 写を行 っ た．今 回 ス レーブ 媒俸として使用した ME テ ー

フ にとっ て 2kOe は最も優れ た転写 が 行わ れる磁 界で ある．一・

般 に，転 写磁 界をス ン
ー

ブ 媒 体 の 保 磁 力 よりもやや 高 い 値 に 設

定した ときに最も優れ た 転写 が 行わ れ る 1）．

　Fig．1 に，マ ス ター磁 性 層厚 t ＝lpm の マ ス タ
ー

媒体を用

い て 磁 気 転 写 した二後，ビ ッ ター現 像 した ス レ
ーブ 媒体の 表面 写

真を 示す ．（a），（b），（c），（d）は，それ ぞれ Mo 膜厚 が O，　O、2　pm 、

0．4 μm 及 び 0．6pm の マ ス ター媒体 を用 い て転 写 され た もの で
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Fig．1　 Bitter　patterns 　 of 　 slave 　 media 　 duplicated　 by

using 　master 　media 　with 　t　of 　1 μm 　and 　spacings 　of （a ）0，

（b）0．2 μm ，（c）0．4 μm ，and （d）0，6 μm ，

ある．なお，ME テープ 表 面 に は 0．01 μm 程 度 の 突 起 と，0．Ol

μm 程 度 の 保 護 膜 が形 成 され て い る，それ ゆ え，実 際 の マ ス タ

ー・ス レ ーブ 間 ス ペ ーシ ン グは，Mo 膜 厚 に約 0．02　pm を加 え

た 値 に な っ て い るこ とに なるが ，こ れ は 誤 差範 囲 とみ な し，以 ド，
Mo 膜 厚を 転写 記録の マ ス タ

ー・ス レ
ーブ 問 ス ペ ー

シ ン グ （以 下，
転 写 スペ ーシ ン グ，あるい は ス ペ ー

シ ン グとい う）とす る．Fig．1

か ら，磁 性 粒 子 が マ ス ターバ ターン の エ ッ ジ に 対応する 部分に

付 着 して お り，そ の 状 態 が，ス ペ ー
シ ン グが増 加 す るに 伴っ て

不鮮 明 に なっ て い くことが わ か る，

　Fig．1か らス ペ ー
シ ン グの 影響 が明瞭 に 出て い る ことが わ か

るが，さらに，定 量化 す るため に MFM により転写磁 化状態を

測 定 した．実 測 した MFM データを高 速 フ ー一リエ 変 換 （FFT ）し，

そ の 基本 波の 振幅 の スペ ー
シン グ依 存性 を Fig．2 に 示 す．こ

の グラフ を用 い て，転 写時の ス ベ ー
シ ン グ損失 Lsが

　 　 　 　 　 　 Ls （dB ）＝− K ・dt．1

に 従 うと仮 定して 転写 時の ス ペ ーシ ン グ 損 失係 数 K を求 めると

29dB とな っ た ．ここで d，／は，それ ぞ れ 転写ス ペ ー
シ ン グ及

び 記 録 基 本 波 波 長 （マ ス タース トライプ パ タ
ーン の 周期 2L （≡

5．O μm ））で ある．

　 ヘ
ッ ド記録 の 場 合 ，一般 に 記録 ヘ

ッ ドギャ ッ プ 長 が 小 さく，こ

れ と記 録 ヘ
ッ ド・媒体 問 ス ペ ー

シ ン グd，が 互 い に近 い 値 をもっ て

い るた め に，ヘ ソ ドの 記 録の 分解能 （ヘ ッ ド磁 界 強 度の 媒体 走

行方向に 対 する傾斜）に 対 して drの 影響が 大きく，そ の 結果，
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Fig．2　 Relation　between　the　fundamental　 wave

amplitude 　of 　data　measured 　by　MFM 　and 　the　spacing ．

記 録ス ベ ー
シ ン グ損失 L，をL ， （dB）

＝− K，・d．　t／ と表わ した

ときの 記録ス ペ ー
シ ン グ係 数 K 。 は

一
般 に大 きくなる （＞ 50dB ＞，

さらにヘ
ッ ド・媒体間相対速度が 大きい 場 合 には，記 録 信 号 の

周波数が 高くなるの で ，記録 ヘ ッ ドコ ア の 渦 電流損 失 など動 的

な影 響を受けて，さらに Kr は 大きくなる．それ に 対 して 本 転 写

方 式 で 得られた K ＝29dB は か なり小 さい ．こ れ は，本 転 写 方

式 で は ，ヘ
ッ ドギャ ッ プ 長 に 相 当 するマ ス タ

ー
の 隣接 パ ターン

間 隔 （パ タ
ー

ン 幅 L と同 じ）が 転 写ス ペ ー
シ ン グ d に 比 較して 非

常に 大 きい た め に，マ ス ターか らの 磁 界 分 布 に 与える d の 影 響

はヘ
ッ ド記 録 の 場 合よ りも小 さく，さらに 静 的 な記 録 で あるた め

に 転 写 時 の 減 磁 （転 写 記 録減磁 ）が 少 ない こ とによるもの と考え

られ る．従 っ て，スペ ー
シ ン グの 観点か らは，磁気 ヘ

ッ ド記録 よ

りも転 写 記 録 の 方が 優 れ た記 録 が 実 現で きると言える，

3．2　シ ミュ レーシ ョ ン に よ る ス ペ ーシ ン グ損失係数の 見

積 り

　 マ ス タ
ー

媒体の み が 単独 に存在す る状 況 で直 流 磁 界 猛 を

印加 したときの，マ ス ター媒体近傍の 磁界分布を有限 要素 法 に

より求 め，これ か ら転 写 特性を推定すると実験結果と良く
一
致

す るこ とがわか っ て い るの で
S）・10 ），ここで も同様 の シ ミュ レ ー

シ ョ

ン に よっ て ス ペ ー
シ ン グ損失係 数 K を推 定 す る．なお ，文 献 8），

10）の シ ミュ レ
ー

シ ョ ン に お い て は ス レ
ー

ブ 媒 体 の 磁 気 特 性 は

考 慮 しなか っ た が，ここで は ス レ ーブ 媒体の ヒス テ リシ ス 曲 線を

考慮 す る．

　Fig．3 に シ ミュ レ
ー

シ ョン の 際 の マ ス ター媒 体 の 磁 性 層 の 構

成を 示 す．L が パ タ
ー

ン 幅 で あ り，紙 面 に対 して 垂 直 方向 に，
無 限 に 長 い 磁 性 膜が 図 の ように 配 置 され て い る，t が 磁 性 膜 の

膜厚で ある．計算で は磁性 層の 払 ・，Hc，μ をそれ ぞ れ 1900

emu ！cm3 ，00e 及び 100 とした．

　 　 　 　 　 Magnetic　film

匚 ＝ ±コ　　 tl ＿
1← 一

「 ＋ L
−

→

Fig．3　 Magnetic 　film　cenfiguration 　of 　the　master 　media

used 　in　the 　simulation ．
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Fig．4　Simulated 　 magnetic 　field　Ht 。talx　 near 　 a　 master

medium 　with ヱLof　2．5　pm 　and 　tof 　l　pm ．
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Fig．5　Hy．　steresis 　curve 　of 　an 　ME 　tape ．

　Fig．4 に シ ミュ レ ーシ ョ ン に より求 め た，　L が 2．5 μm ，　tが 1

μm の マ ス タ
ー

媒体近 傍の 磁 界分 布を示 す，図 中の 2 本の 曲

線 は，そ れぞ れ 磁 性 膜 表 面か ら約 0．02pm 及 び 0．4 μm 離 れ

た 面 にお ける磁界分布で，らる，これ らの 磁界分布は，そ れ ぞれ

ス ペ ー
シ ン グが 0．02 μm ，及 び 0．4 μm の 場 合 に ス レ ーブ 媒 体

に 転写 され た磁化状態を推定す るの に 用い る．こ の 計算に お

い て 2kOe の
．
様磁 界 Ha を Fig，3 の 左 か ら右 の 向き しr 方 向

の 正 の 向 き）に 印 加 して い る （1　Hn　1 ≡ ffn＝猛 x ）．Fig．4 の 縦

軸 は 且 。T．。t の マ ス タ
ー

磁 性 膜 の ス トライプ パ タ
ー

ン 幅 方 向 成分

Ht。1．alx を示 して い る．こ こで ，　Htotalは 印力口f滋 界 私 に よ っ

．
（磁 化

され た マ ス タ
ー

磁 性 膜に よ っ て生 ずる磁 界 Hm 。。terと Ha との 和

で あ る 〔従 っ て，fftotalx＝Hxnasterx十 ffa）．横 軸 は 位 置 ．Y で あり，

図 の ヒ部に 磁性膜の 位置を示 して ある （隣接 ス トライプ バ ターン

聞隔の 中心を x ＝2．5 μm として い る）．

　次 に，Fig．4 に 示され る分布 を有 す る磁 界で 転 写 され た ス レ

ーブ 媒体 の 磁 化 分布 を推 定す る．スレ
ーブ媒体で ある ME テ

ープ の ヒス テ リシ ス 曲線は Fig，5 の 形をしてお り，この 図 を用 い

て 、Fig ．4 の 磁界 に より転写 され た 磁 化を推定 す る．なお 今回

は ス レ
ーブ媒体の 反磁 界を無 視して 考察 する．ME テープの 磁

性層厚 は 0．2 μm で あり，記録 され るビ ッ ト長 は 2．5 μm で ある

の で ，第 1 次 近似 的 に は 反磁 界を無 視 して 考 える．

　Fig，5 は ス レ ーブ 媒 体 〔ME テ
ープ ）の 磁 化 の 長 予 方 向成 分

依 方向成 分）の 磁 界 に 対 す るヒス テ リシ ス 曲線 を示 す．保 磁 力

角型 比 8 は 0．43 で ある．ME テ
ー

フ は，転写 磁 界 鼠 を印丿川
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Fig．6　Relation　between　the 　magnetization 　and 　applied

magnetic 　field　f｛〕r　an 　initially　magnetized 　slave 　medium ．
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Fig．7　 Estimated 　 magnetization 　 of 　 a　 slave 　 medium

duplicated　by　using 　master 　media 　with 　spacings 　of 　O．02

pm 　and 　O，4pm ，ム ＝2．5 μm 　and 　t＝1 μm ．

す る前に Ha と逆 向 きに初 期 磁 化 され ，一跡 ・（fil，・：ME テ ーフ
．

の 残留磁化 ｝に なっ て い る 〔Fig．5 の ヒス テ リシ ス 曲線に お い て，

負側 の 縦 軸との 交 点の 値 〔
一

％ ）に な っ て い る）．こ の 状 態 の

ME テ
ー

ア に マ ス ター媒体を接触 させ て 転 写 磁 界 鼠 を印加 す

るこ とに より，ME テ
ープ に は Fig．’tに 示 され る磁 界 且 Dt 羸 が 初

期 磁 化 と逆 向 きに 加 わ る，こ れ により，ME テープ の 磁 化 は，

Fig．5 の 横 軸 が fft。t、、1． に な ろまで ヒス テ リシ ス 曲 線の メジ ャ
ー

ル

ー
プ
．
に 沿 っ て 変 化 し，転 写プ 卩 セ ス 完 r時 にお い て は 転写 磁

界 が 0 に な る の で 、そ こか らマ イナ
ー

ル
ープ に 沿 っ て 減少 し，H

＝0 に お け る磁 化 が 残 る．これ が 転 写 され た 磁 化 となる．

　 この 転 写 され た磁 化を次 の ように して 見積もる．まず ，ス レ ー

ブ 媒 体 に
一6kOe の 磁 界をか けて 一

畆 ・に初 期 磁 化 す る，次

に．正 の 磁 界を印 加 した 後，磁 界を 0 としたときの ス レ ー．一ブ 媒 体

の 磁 化を振 動 試 料 型 磁 力計 〔VSM ）により測 定 す る．こ の 測 定

に より求まっ た磁 化 と正 磁 界との 関係を Fig，6 に 示 す．なお ，ス

レ …ブ 媒体の 透磁 率 は マ ス ター媒体の 透
．
磁 率 に 比 べ て 大幅 に

小 さい の で ，ス レ ーブ 媒体があっ ても Fig．4 の 磁 界 分布 は 変 わ

らない と仮定す る．Fig．6 を用 い て，　Fig．4 の 縦軸 の 磁 界に対

応 す る磁 化 を求 め ると，これ が ス レ ーブ 媒 体 に 転 写 され た磁 化

となり、Fig．7 の よ うに な る．　Fig．7 の 縦 軸 は ス レ
ー

ブ 媒 体 に 残

る転写磁 1匕，横軸 は Fig．4 に 対応した位胃を表わす，　Fig．7 の
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Fig．8　Simulated　 magnetic 　field　HtDtalx　near 　 a　 master

medium 　with 　L ＝ 2．5　pm 　and 　t ＝ O．2 μm ．
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Fig．9　 Estimated 　 magnetization 　 of 　 an 　 ME 　 tape

duplicated　by　using 　master 　media 　with 　spacings 　of 　O．02

pm 　and 　O．4 μm ，　L ；2．5　pm ，　and 　t；　O．2　pm ．

波 形 を FFT し，その 基 本 波 の 振 幅か らス ペ ー
シ ン グ損 失係 数

K は 30dB と求 まっ た．こ れ は，前節の 実験値 に非 常に近 い 値

で あ り，こ こ で 述 べ たシ ミュ レ
ー

シ ョ ン 方法 に より実 験 結果 を良 く

予 測 で きるこ とが わか る．

3．3 ス ペ ーシ ン グ損 失 の マ ス ター膜 厚 依 存 性

　 以 ．ヒの 実験 結 果 及 び シ ミュ レ ーシ ョ ン 結 果 か ら，シ ミュ レ ーシ

ョ ン に よっ て 磁 気転写 特 性 の ス ペ ー
シ ン グ依存性 が か なり正 し

く推 定で きる ことがわ か っ たの で ，本節で は マ ス タ
ー磁 性層厚

が 薄くな っ た場合の ス ペ ー
シ ン グ損失 に つ い て 主 に シ ミュレ ー

シ ョ ン により検討 す る，

　 前 節 で は L＝2．5ym ，　t ＝1pm の マ ス ター媒 体 を検討 した

が，ここで はこれよ りも薄い ，L＝2．5　 pm ，　t ＝O．2 μm の マ ス タ

ー
媒体に っ い て 前節と同 様の シ ミュ レ ー

シ ョ ンを行う，Fig．8 に，

シ ミュ レ ー
シ ョン に より求 め た，ム諞2．5 μm ，t ＝O．2 μm の マ ス

ター媒体近 傍 の 磁 界 分布 を示 す ，図 中の 2 本の 曲線は，それ

ぞれ 磁 性 膜 表 面 か ら約 0．02 μm 及 び 0，4 μm 離 れ た 面 に お け

る磁 界 分 布 で ある．縦 軸は Fig．4 と同 様 に Ht。tal。で ある．

　 次 に，Fig．8 に 示 される分 布 を有す る磁 界 で 転 写 され た ス レ

ーブ媒体の 磁 化 分布を，前節と同 様 に して 推 定 す ると，Fig．9
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Fig．10　Bitter　patterns 　of 　slave 　 media 　duplicated　by
using 　master 皿 edia 　with 　t ＝02 μm 　 and 　with 　 spacings

of （a ）Opm ，（b）0．2 μm ，　and （c）0．4　p 皿 ．

の ように なる．Fig．9 の 波 形 を FFT し，その 基 本 波 の 振 幅 から

ス ペ ー
シ ン グ損 失係 数 K は 39dB となり，　 t ＝ 1 μm の マ ス タ

　 ーの 場 合 の 30dB よりも大 きくな っ て い る，す なわ ち，磁 気 転

写 に お い て は ス ペ ー
シ ン グ損失は マ ス タ

ー
磁 性 層 厚 に 依存 し，

マ ス タ
ー磁 性層厚 が 厚 い 方 が ス ペ ー

シ ン グの 観点か ら有利 で

あることが 推定される．Fig，10 に，実際に L が 2，5 μm ，　tが 02

μm の マ ス ター媒体 を用 い て 転写 を行 っ た場 介の ビ ッ ター現像

写真 を示 す，（a ），（b），（c）は，そ れ ぞ れ マ ス ター媒 体 表 面 に 形

成 した Mo 膜 厚 が 0，0，2 μm 及 び 0．4 μm の マ ス タ
ー

媒 体 を用

い て 転写 したもの で ある．Fig．10 か ら，（b），（c）に お い て は，磁

性 粒 了・の 付 着がか なり不鮮 明 にな っ て お り，t ＝1 μm の マ ス タ

ー
媒体を用 い て 転写 した場合の ビッ ター現像写真 Fig．1 と比

較 す ると，明らか に ス ペ ー
シ ングの 影響が 大 きくな っ て い る こと

が わか る．

3．4　 ス ペ ーシ ン グ損 失 の ス レ
ーブ磁 気 特 性 依 存 性

　 こ こ で はス レ ーブ 媒 体 の ヒス テリシ ス 曲線 の 形 状 が 異 な っ た

場 合の ス ペ ー
シ ン グ 損 失 に つ い て ，前節と同様 に シ ミュ レ

ー
シ

ョ ン に よ り推定 す る．マ ス タ
ー

媒体として は L＝2．5 μm ，t ＝1

um を想 定す る．ス レ ーブ媒体の ヒス テ リシ ス 曲線として は Fig．

11 を想 定 す る．こ れ は保 磁 力角 型 bt　S が Fig．5 に 示 されるヒ

ス テリシ ス の O．43 よりも大きく， 0．68 とな っ てい る．

　Fig、7 の 磁化 分布 を求め た 場 合と同 様にして，　Fig．4 と Fig，

11 か ら転写 後にス レ
ーブ媒体 に残 る転写磁化の 分布を求める

と，Fig．12が 得られ る．　Fig．12 の 波形 を FFT し，その 基 本 波

の 振 幅か らス ベ ー
シ ン グ損失係 数 K は 12dB と求 まっ た．これ

か ら 8 が 大 きい 方 が，転 写特 性 に 及 ぼす ス ペ ー
シ ン グの 影 響

が小 さくなることが期 待 され る．
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Fig．11　Hysteresis　 curve 　 of 　a　 sl且 ve 　 mOdium 　 with 　 a

higher　8 亡han 　that　in　Fig．5．
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Fig．12　Estimated 　 magnetization 　 of 　a　 slave 　 medium

with 　 a 　higher　S 　than 　 an 　ME 　tape 　duplicated　by　using

mastel
・
media 　with 　spacings 　of 　O．02 μ皿 and 　O．4 μIn ，ム ＝

2．5 μm ，and 　t＝1 μnl．

4．　 ま とめ

　ハ ターン ドマ ス タ
ー
磁気転写法に お い て，マ ス ター・ス レ ーブ

問 スペ
ー

シ ン グが 磁 気転写 特 性 に 及ぼ す 影響 を検討 し，次 の

こ とカミ明 ら力叫こなっ た．

（1） バ タ
ー

ン 幅 ヱ｝が 2．5 μm で 磁 性 層 厚 t が 1pm ・D マ ス タ
ー一

媒体とス レ …ブ 媒 体 として の ME テ
ー

プ を 用い て ．マ ス ター・
ス

レ ーブ 間 ス ヘ
ー．一

ン ン グ を変 化 させ て 転 写 実験を行っ た 結果，転

写 記 録 の ス へ 一一シ ン グ損 矢係 数 K は 29dB で あ る ことが わ か

っ た．こ れ をシ ミュ レ
ー

シ ョ ン に よっ ても検討 したが，実．験 とほ ぼ

［本応用磁 気学 会誌 　Vol．29、　No．3，2005

．
致 する K ・＝30dB が 得 られ た，磁 気 ヘ ッ ド記録 に比 べ こ の よ

うに K が か なり小さい 理 山は，磁 気 ヘ ッ ド記録 で は
．
般 に 記録

ヘ
ッ ドギ ャ ッ プ 艮 と記 録 ヘ ッ ド・媒 f本間 ス ペ ー

シ ン グが 近 い 値を

もつ の で，媒体の 記録磁 化 分布が ス ペ ー．
シン グの 影響を大 きく

受 ：t るの に 対 し て ，｛滋 気 転
’
与 で は マ ス ター媒 体 の 隣 接 ス トラ イ

プ 間 隔 が ス ペ ー
シ ン グに比 べ て非常に 大きい ため に、ス レ ーブ

媒 体 の 転 写 磁 化 分布 に 対するス ベ ー一
シ ン グの 影響が 小さく，さ

らに磁 気転 写が 静的記 録で あるた め で あると考え られ る．

（2）磁気転写に お ける ス ペ ー
シ ン グ損 失 に は マ ス ター磁 性 層

厚が 影響を及 ぼ し．磁 性 層厚 が厚 い 方 が ス ベ ー
シ ン グ 損 失 係

数が 小 さか つ た．

（3）ス レ ーブ媒体の 保 磁 力角型 比 3 もスベ ー
シ ン グ損失に 影

響 し，3 が 大きい 方が ス へ
一

シ ン グ 損 失係 数 が 小 さい こ とが シ ミ

ュレ ーシ ョ ン に より推 定 され た ．
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